
この記事は仕分けの結果、判定はバカゲーおよびクソゲーに該当する可能性がありますが、現状の記事内容では判定に

適切でないとして修正が提案されています。 

ふしぎ刑事 

【ふしぎでか】 

ジャンル ふしぎアドベンチャー 

対応機種 プレイステーション 

発売元 カプコン 

発売日 2000年10月26日 

価格 5040円(税込) 

分類 バカゲーと見せかけた鬱ゲー 

ポイント 
宣伝でのシュールさと本編でのシュールさの違い

いろんな意味で不条理 

概要 

「ふしぎアイランド」にて殺人事件が発生、プレイヤーは本庁から来た腕利き刑事として相棒となるしゃべる猫

「ネコニャ」とともに捜査に向かうといった内容。 

なにせ「ふしぎ」な場所であり変なデザインの建物や意味不明なことをしゃべる背景、住む住人も犬の「オマワ

リ」をはじめとして見た目も性格もくせのある奴らである。ちなみに主人公の刑事は普通の人間。 

主人公はそこで住人の性格や相棒ネコニャの逆切れに振り回されながら事件を捜査していくことになる。 

雑誌などの宣伝や公式サイト、ゲームのパッケージや取説の内容でも「ふしぎ」なところを前面に押し出してお

り、初見ではコミカルシュールギャグ系の推理アドベンチャーを思わせるが…。 

あらすじ 

辞令を受けた主人公はふしぎアイランドへ

しかし転任早々に白昼堂々殺人事件が発生。しかも殺されたのは再会を楽しみにしていた主人公の幼馴染のカワイコ

ちゃん(本名)であった…。 

実際の内容(ネタバレあり) 

その中身は、実に不条理かつ理不尽な内容である。 

登場キャラは一見コミカルだが、オマワリは無能ですぐ人に責任を押し付ける「かなり抜けた」なんて公式

説明じゃ済まない奴で、忍者は女性のパンツフェチのストーカー、ハンサムは自己中心的で性格が最悪なの

だが何かともてるといった生臭いキャラばかりである。 

共通して言える特徴は皆マイペースで自分勝手であり、聞き出しや身辺調査をすればするほど裏の事情が明

らかになっていき、本来の殺人事件から脱線してしまう。 

とくにオマワリは見た目も言動も異常に不快。 

相棒のネコニャは数少ない常識人（猫）ではあるのだが、やたら感情的で自分の考えに突き進むところがあ

る。 

主人公はこの島に来て捜査をするつもりが、そんな住人達に振り回されて刑事としての自信を失ってしまい

最後の方ではほぼ惰性で捜査してしまうのである。 



登場人物に中には調理されて食われる奴もいる。ご丁寧に一枚絵つき。 

そもそもの事件の原因はハンサムを巡る色恋沙汰なのだが、その巻き添えで(実質無差別殺人)登場キャラクター
の大半が殺される。しかもそれは回避不能、犯人＝生き残った奴方式。 

ゲームのストーリーはそんな死んだ住人たちの霊の心残りをかなえ、成仏させていくのが主流となる。もは

や推理物でも何でもない。 

マルチエンディング方式ではあるのだが、エンディングは2つで、しかもどちらもグッドエンディングとは言えな
い内容。 

しかも3つ目のエンディング(「ふしぎ刑事　永遠に…編」)が存在する。だがこれも結局バッドエンド(ちな
みに条件は1回のプレイで16種類のゲームオーバーをすべて見ること。PSP版のゲームアーカイブスの企画

「お楽しみセーブデータプレゼント」にて配信されたデータでも見れる)。 

+  エンディング 

他に随所に仕込まれゲームオーバーがある。その内容はふとしたことで死んだり、職務放棄をしたりと言ったく

だらないものばかりである。 

推理アドベンチャーとしても聞き込みや捜査はその場限りのものが多く、アイテムやヒントはここで拾いここで

使ってくださいといわんばかりに置いてあるので進行自体は極めて簡単である。またゲーム時間もかなり短い。 

そのくせ犯人が最後の最後になるまで見つからない理由が、今までの捜査がほぼ意味をなさない。 

総評 

シュールなネタゲーではあるのだが、そのシュールさが宣伝とゲーム内容で明らかに異なるものであり、そのギャップ

と全体的な話の生臭さ(と、それまでのプレイに無意味さ)にテンションが下がること請け合い。

なお、現在はPS3/PSPのゲームアーカイブスで販売中。 
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